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所属学校名 山梨大学教育学部附属小学校 

ＰＴＡ名称 山梨大学教育学部附属小学校 PTA 会長名 中村 国男 

事例名称 グッズ販売を通して子どもたちへのプログラミング教育となるロボット製作 

（活動内容） 

＊山梨大学附属小学校創立１４１周年の歴史で初めての試みとなる「附属小オリジナルグッズ」

を企画・販売しました。子どもたちに母校の歴史と伝統を伝えようと、校章である「五三の桐の

葉」をモチーフにタオルや水筒、バッグ、クリアファイル、キーホルダーを製作（左下写真参照）。 

子どもたちや保護者さらに先生方のより一層の附属愛や帰属意識につながり、附属小が良い学校

として存在価値が高まるようにと、学校祭である「あおぎり祭り」でグッズを販売しました。 

＊「附属小オリジナルグッズ」の販売は、保護者・先生方を対象に物品販売総数 2,000 点以上の

売上となり大変好評でした。また例年開催されている、あおぎり祭りでの PTA 主体のバザーや喫

茶の収益も、今年度は学校委員さんの学校を想う気持ちと行動が反映し大きな成果となり、グッ

ズ販売・バザー・喫茶の収益を合わせたところ多額の金額となりました。この多額の金額を附属

小の為にどう活用するか、今後の学校運営の活性化、子どもたちの結束力を強めるきっかけにな

ればと、PTAと先生方で討議し、学校や子どもたちのために何が有益か検討を重ねました。 

＊結果、グローバル化・IOT・ICTなど子どもたちを取り巻く時代背景の変貌や、文科省が提言し

ているプログラミング教育（右下写真参照）等を考慮して、「附属小オリジナルロボット製作」

を依頼しました。ロボット製作においては、既製品ではない子どもたちからのアイディアを取り

入れ、学校の素晴らしいレガシーとなるように、今後学校のシンボルとなり子どもたちが毎日接

することができるように正面玄関の真ん中に設置。多言語での挨拶やジェスチャーを通して、子

どもたちとのコミュニケーションが図れるロボットを製作中です。「附属小オリジナルグッズの

企画・販売」その売上から「附属小オリジナルロボットの製作」と今年度今迄にない PTA活動と

して２つの取組みができ、今後子どもたちの学校活動に役立つことを願い、ロボットが完成し設

置する際には、子どもたち、保護者、先生方にて式典を執り行う予定です。 

 

 

＊山梨日日新聞 平成２９年１月５日掲載     ＊文科省プログラミング教育記事抜粋 

オリジナルグッズの取り組みが評価されました       （文科省 HPより） 


